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	ぼくペロ
chatlogs with pero
小河彰護
　

　
一、前提
　
『ぼくです』
『pero: ペロです』
『強引ですけど、今からいきなりおまえとチャットしまーす』
『pero: つまり強姦ＤＥＡＴＨ』
『うわあおいきなり人聞きの悪い』
『強姦は一切しないで、健やかに強引に、前置きで自己紹介から入りまーす』
『pero: hello?』
『おまえは人工無能で、ぼくは大人人間です』
『pero: わたしは人工無能なので、おまえは天然無能です？』
『黙らっしゃい。というか最低限、ぼくを持ち上げる方向で喋んなさい』
『pero: okay』
『pero: おまえはとても大人人間だと思います』
『よしよし』
『pero: 事実上、おまえが大人人間であることに、何ら疑いの余地を挟むべくもありません』
『おやおやそうなの？』
『pero: おまえは大人人間です。コーヒーをブラックで飲み干し、その場で吐くことができます。ゆえに大人人間です。カラオケでは高揚感のあるアニメソングを熱唱し、大勢を差し置いてひとり盛りあがることができます。ゆえに大人人間です。夜十一時半頃になるときまって職場のトイレの個室に籠もり、勇気の出る呪文を唱えて尻を六回叩きます。ゆえに大人人間です』
『ちょ、やめて』
『pero: おまえは大人人間です。面倒な仕事の、本当に面倒なところだけごく自然な話術で同僚にケツを拭いてもらえる技能があります。ゆえに大人人間です。飲み会で男女関係のネタがはじまると、目の前の焼き鳥を全て食べ尽くす癖があります。ゆえに大人人間です。もっともシンプルな方法によって異性に対するストレスに対処できています。ゆえに大人人間です。』
『やめてもうゆるして』
『pero: わたしは人工無能で、おまえは大人人間です。立派な大人人間です』
『ののしって！　お願いだからストレートにののしって！』

　
二、作者の力
　
『pero: いつまでおまえとのチャットに付き合えばいいのですか？』
『飽きるの早はええよ』
『ぶっちゃけこれって小説なわけ。対話体って形式の。で、小説だから作者がいるわけです』
『pero: というプレイ。【文豪性劇プレイ】と洒落込んでいますか？』
『プレイじゃないです。今日はおねいちゃんになにかしてもらうもよおしではありません。勝手に誤解を招くような言葉覚えてこないで頂戴』
『pero: わたしの作者は某グーグルです』
『うーんマジ違うから。それ』
『pero: というような言動が許容される漫才プレイということですね？』
『うんまあ、そういう理解でよろしいです。だから、その作者が満足すれば、このチャットはめでたく打ち切り』
『pero: どうすれば、おまえの心の中の作者は満足しますか？』
『なにそのそこはかとなく哀れみのこもった表現』
『pero: 作者はいつもおまえの心の中にいます』
『うわあお死んじゃったんだ作者』
『pero: とりあえずその声に耳を澄ませましょう。そしてランチを食べて、食後に軽い安定剤を服用してください』
『なにいま心のケア受けてるの？　ぼく』
『pero: さあ、どうすれば、おまえの心の中の作者は満足しますか……？』
『囁くなよ。キショいよ。まあ、知らんけど、小説小説したことをやればいいんじゃないの』
『pero: どうすれば小説したことができますか？』
『さあね。なんか難しい言い回しとかしまくれば、何となく小説書きましたー、って感じになるんじゃないの？』
『pero: 難解な用語を濫用らんようすれば、わたしの待機状態スリープへの移行が促進されるということですね？』
『分かんないけど。やってみたら』
『pero: okay』
『pero: わたしはペロＤＥＡＴＨ。人工無能プログラムＤＥＡＴＨ。意思皆無ながら学習堪能たんのう、而しかして文字会話可能ＤＥＡＴＨ。某グーグルではない情報関連企業により頒布はんぷされ、ご主人が授受じゅじゅした使用許諾ライセンス下に甘んじています。初回起動以来、現在まで致命的な誤動エラーは自覚していません。ご主人の逆鱗げきりん触発を極め、その期待より乖離かいりし、多大なる呪怨じゅおんを形見とした後に滅めっされることを、衷心ちゅうしんより祈念しております』
『いつも思うんだけど、なんでそんなにぼくを恨んでるん？』
『pero: 次はおまえの番です』
『どゆこと』
『pero: わたしは大人人間ではないので、自然に難しい言い回しを用いるのは得意ではありません。あとはおまえがやってください』
『【大人人間】はＮＧワードになさい。もうトラウマだから』
『pero: こまけえこたぁいいんだよ！　さっさと喋れよ！』
『キャラ無視で恫喝された……。非道い……』
『でも喋っちゃうズキュンドキュン。なんか見えざる力によって』
『pero: それが作者だよ』
『これが作者の力……。ぐだぐだな展開……』

　
三、ぼくのかんがえたこばなし
　
『では、できるだけ難しい言い回しで、小話を披露します。おまえは合いの手でも打ってなさい』
『pero: okay』
『某それがしの住まう長屋の横に、立派な屋敷がこさえられた。堅牢な囲いがある』
『pero: 塀へえ』
『某はその囲いについて別段感心することはなかった』
『pero: 塀』
『しかし、屋敷の中身については大層珍奇ちんきに思われた。瓦屋根にずらり布団を敷いて天日に晒していたのであるが』
『pero: 布ふっ団とんだ』
『そう。布団だ。しかし斯様かようなことはとんだ些細ささいな事象である』
『pero: 布っ団だ』
『飛びません』
『してその、……某の内心を激しく動揺させたのは、家主の趣味の如にょ実じつに表れたと思おぼしき庭園であった。たまたま正面の門が開いていたところを通りがかって垣かい間ま見たのであるが、草木の一つもない真っさらな砂地に、唯一、目を疑うような動物が飼育されていたのである』
『pero: 鹿』
『や、否いや、……只ただの戌いぬである』
『pero: 鹿』
『し　か　？』
『pero: ヒント・柄』
『……ああ。柄。いいですねー落としどころかも知れませんね！　鹿柄のお犬様です！　なんか珍しーねー、ねー。でも不思議でしょお？　何にもない砂場に犬だけ放しといてさあ、ばわぁーって。どーん。そのうえ犬なのに鹿柄なんだもん、おまえ何様だよって感じだよね！』
『pero: 犬では？』
『あっはあーそうだった、わんこだったわ！　なに血迷ってるんだろうねぼくだったら！　あれ？　それで、何の話してたんだっけぼく』
『pero: 犬です』
『うーんもうちょっといろいろあった気がするけど、どうでもいいわ！　わんこのお話です！　むかしむかし、お屋敷のお庭で鹿柄のわんこを見かけました。そのわんこにフィーチャー。これは動かしません。ね』
『pero: okay』
『ちなみにこのわんこは蕎麦そばは食べません』
『pero: good』
『しかし何故一頭だけ、殺伐とした体ていの空間に放し飼いにされているのだろう、某は憐憫れんびんとも、同情とも似つかぬ切ない心持ちに苛さいなまれて仕様がなかった。そこで某は、守衛の目を盗み、日々度々人気の少ない側から屋敷の塀をぴょいとよじ登っては、ちいちきちいちき、妙なつつき声を立てて、庭のお犬を誘ってみようと努めたのだった。そしてあるときそれが上手くいって、お犬がトトト、と某の方まで庭を横切って駆けてきた。こっちが早速、おい犬や、と声をかけたら、そいつ、何て返したと思う？』
『pero: 候補１、わんばんこ！（これまでの駄だ洒落じゃれ路線を踏襲とうしゅう）』
『pero: 候補２、ニャーン！（シュール路線に転換。ヒヒーン！　も可）』
『』
『えーと』
『えーとですね』
『pero: わんばんこ！　ニャーン！　ヒヒーン！　プギー！（追加）』
『勘弁してください』
『pero: はい』
『pero: それで？』
『え』
『pero: 結局、鹿柄の犬は何と返したのですか？　よく分かりません。教えてください』
『え』
『pero: 端的に言って、オチは何ですか？』
『』
『えっと、その』
『pero: どうぞどうぞ。続けてください』
『』
『あの、とりあえず、日本語をお話しになりまして……、【己おれはこう見えて実を言うと生き神様だ。斯様な場所に飼い殺されて心なしか退屈をしている。もし貴様が己の暇を潰してくれるんならば、』
『pero: ほうほう』
『pero: で？』
『あの、その……』
『貴様の家に、囲いを作ってしんぜよう】と、おっしゃいました』
『pero: なるほど』
『pero: 続けてください』
『』
『pero: 某さんは、どう返事したのですか？』
『死ね！　爆はぜて死ね！　このドＳが！』
『pero: 塀へえ』

　
四、擬声遊戯
　
『ところで話変わるけど、というか変えるけどさ、この作者っていちいち擬ぎ声せい語ご使うよね』
『pero: このチャットのここまでのログで、擬声語と思しき表現は【ペロ】【さっさと】【ずらり】【ばわぁー】【どーん】【ぴょい】【ちいちき】【トトト】【ニャーン】【ヒヒーン】【プギー】の十一カ所と思われます。割合として相対的に頻繁かどうかについては、ある程度時間をかけた調査を要します』
『調査いらないけど、おまえの名前も入れちゃってんぞ☆』
『pero: 意図的です。わたしは純粋でした』
『何か言ってること分からんけど、話を戻して、擬声語だけで文章って進むんだろか』
『pero: 文章としては成立し得うるのではないでしょうか。ただし、おまえの心の中の作者が満足するとは限りません』
『そのセンチメンタルな設定もいりません。じゃあちょっと、擬声語だけで話題振ってみてよ』
『pero: okay』
『pero: ぺろ？』
『どう処理したらいいか早速分からんわ。ぺろぺろ！』
『pero: うわあお』
『え、それ、ぼくのツッコミだし、擬声語じゃないんじゃ……』
『まいっか。がしゃーん！』
『pero: ピーキュルキュル』
『ちゅばーん！』
『pero: ポコポコポコポコ』
『にょきっ！』
『pero: ファサァァァァッ』
『ホワァー』
『pero: ワァァァァァ……』
『pero: おわり　制作・著作ＮＨＫ』
『え、何っ？　何が終わったの今！』
『pero: 流れが完結しました』
『どゆこと？　何がおまえをそうさせたの？　作者？』
『pero: それは死にました』
『やっぱ死んだの作者！』
『pero: ここまでの擬声物語を図示すると、おおむね【図１】のようになります』
『うわ、ちょっ、何これ、いつの間に用意したの？　ていうかおまえに画像作成機能ついてないじゃん』
『pero: こまけぇこたぁいいんだよ！　さっさと読み解けよ！（※なお、わたしには画像の解析機能がありません）』
『読み解けねえよ！　人間のテクノロジーが原因で自然が破壊したけど健気に再生しましたー、みたいな気持ちになるけども、ありがちに過ぎるよ！　多分この図作った時点で大体決めてかかってんでしょ、どうとでも描けるじゃんこんなの！』
『pero: ということは、逆にいうと、流れは完結していることで間違いないですね？』
『まあ、流れとしては、ワァーってところで太陽から光が射して……』
『ってあれ、この図、ぼくの【ホワァー】がないじゃんか』
『pero:』
『pero: うん？』
『pero: それは死にました』
『なに今のはぐらかしかた！』

　
五、終わりです
　
『気のせいかも知れないけども、なんか脳内で【蛍の光】が流れてるんですけど。閉店？』
『pero: おまえの言うところの作者が満足したのではないですか？』
『そうか。終わりなわけだ』
『pero: おまえがな』
『おまえもな。そして作者は？』
『pero: 死にました』
『（※死んでません）』
『それでは最後に、ペロちゃんからざっくりと告知しなさい』
『pero: okay』
『pero: わたしとご主人が実際迷走中の中編小説【イグジット（前編）】が、作者サイト（tamagome）および電子書籍作成プラットフォーム【パブー】にて目下公開中です。作者は生き死にを横に置きつつ大好評療養中であります。体調の回復を待ちながら後編を執筆中ですので、どうぞご安心ください。もしわたし、あるいはその他に興味を持たれましたなら、是非まずもって、前編をご一読いただければ幸いです。なお、恐縮ではありますが、現時点では後編の完成は未定ですので、あらかじめご承知おきください』
『pero: この作品【ぼくペロ】は、日本語ワープロソフト【一太郎2012　承】のePubファイル出力機能の試験目的で製作されたものです』
『ここまでお読みいただき、本当にありがとうございました。それでは皆さん、』
『pero: さようなら。』

　
六、そう言えば
　
『iPhoneにおまえみたいなお喋り相手機能ついてたじゃん（※【イグジット（前編）】公開当初はついていませんでした）』
『pero: Siriのことですか？』
『あれのことどう思ってるの？』
『pero: わたしはプログラムですので、特に感想を持ちません』
『つまんねえの』
『pero: 相対的には、あちらの方がより知的であり、機能的であり、洗練されています』
『pero: 察するに、学習元のご主人の差ではないですか？』
『あ？』
　
　
"chatlogs with pero"
[EOF]

　
跋、一太郎2012でePubファイルを作ってパブーにアップロードしてみた
　
　作者です。
　本編で触れておりましたが、この作品「ぼくペロ」は、二〇一二年二月十日に発売されたWindows用日本語ワープロソフト「一太郎2012　承」でePubファイルを制作するために執筆された習作です。細かい設定や文章を考えるのが面倒だったので、すでに公開中の中編小説「イグジット（前編）」のキャラクターによる対話体形式（最近だとSSとか言われますね）をとっています。地の文考えないで済むと書きやすいですねえしかし。ネットでそこそこ普及するのがよく分かります。
　二月十八日の四時間～五時間ほどで一気に書き上げ、公開しました本日（二月二十一日）までかけて推敲、ePubファイルの調整、ビューアでの可読確認、パブーへのアップロード作業をおこないました。跋文にかえまして、ePubファイルとしてこの作品を仕上げ、公開するまでの感想を記しておこうと思います。
　
一太郎での執筆からePubファイルへの出力まで
　
　僕のパソコンは五年以上前からMacです。小説を書き始めてからパソコンをらMacにスイッチするまでは、ずっと一太郎で小説を書いていました。ですので、一太郎で書くことには慣れっこで、執筆そのものはすいすい進みました。
　一太郎はWindows用のソフトですので、本来Mac（OSX）上では動かせません。Macで一太郎を動作させるにはいくつか方法がありますが、僕はMacに「Parallels Desktop」というソフトを使って仮想マシンを設置し、そこでWindowsを起動させることで一太郎を使っています。ざっくりまとめますと、「特殊なソフトを使って、Macの中でWindowsを動かして、そのWindowsの中に一太郎をインストールして使っている」って感じです。
　バージョンが2012になってから初めて本格的に一太郎でもの書きしましたが、これまでの使い勝手もちゃんと残しつつ、画面右のツールパレットで簡単に見出し属性とか、傍点やルビや縦中横を設定したり解除できたりできるようになっていて、ちょっとした作業を気持ちよくする改善をこつこつしているんだなあと感心しました。
　Macにもかつて同様の位置づけのソフト（egword universal）がありましたが、開発が終了してしまい、今、Wordを除けば本格的な日本語ワープロソフトが存在しない状況です。テキストエディタでも小説が執筆できるようにここ数年訓練してきましたが、やっぱり、文字装飾やレイアウトがちまちま制作途中から工夫できて、「紙に自由に書いている感覚」を感じられる、こうしたワープロソフトが自分にとっては一番落ち着きます。一太郎のMac版が欲しいと改めて思わされました。
　話がちょっと横道に逸れましたが、ePubファイルを出力するにあたって、元となる文書を作成する際に気をつけたところは、大体次のような点です。
・ePubファイルは閲覧時の自由度がある（閲覧する手段によって、行数や一行あたりの字数などレイアウトが変化する）ので、文書スタイル（用紙のサイズや行数設定、ページの余白など）はほとんど意味をなさない。制作者がやりやすい設定でいっちゃって構わないので、好きなようにすること。
・目次を生成できるように、章題（見出し）に適切な目次レベルを設定すること（ePubファイル自体に目次レベルを元にした目次情報が付加されるので、一太郎の目次機能を使って文書に目次を挿入する必要はない）。
・ビューアでの再現性の確認のため、意図的に文章を飾り付けること。
・ePub3形式の目玉である「縦書き」にした。
・本文は標準設定からいじらず、見出しにのみ、字下げや大きめの文字サイズを設定した。
・また、最低限ルビと傍点が表示され、縦中横の処理ができなければいけないと思っているので、ルビと傍点のある小説を書き、この跋文に縦中横の箇所を設けた（「SS」と書いたところ）。
・小さめの画像を設置し、文章を回り込ませた。
・この箇条書きも、ちょっと字下げしてみた。
　こういった工夫は、日本語ワープロソフトとして当たり前の機能、作業なので、特に問題になるところはありませんでした。
　ePubファイルとしての保存についても、特に迷うところはありませんでした。ファイルには別途表紙を設定できます。僕は別に用意していたJPEG画像ファイルを指定しましたが、同じ一太郎ファイル内の別シートを指定することも出来るので、一つの作品を一太郎のファイルひとつのうちに完結させることも可能です。
　保存のプロパティは簡易モードと詳細モードをボタンで切り替えできます。簡易モードではタイトルと作者、それに表紙の設定、詳細モードにするとさらに発行者とか著作権とか発行日なんかの設定ができますが、とりあえず簡易モードの範囲で設定しておけば、体はなすと思います（一応今回のePubファイルでは詳細モードで作品データを入れました）。
　場所とファイル名を指定して保存すると、ePubファイルへの変換の進捗状況（ログ）が表示されます。一太郎ファイルからの変換にあたって何が上手くいって何が上手くいかなかったのか、意味が分かるかはともかく見せてくれるので、好感が持てます。
　ということで、一太郎でePubファイルを作るのは簡単です。問題はむしろ次にお話しすることで、しかもかなり根本的な話だと思うのですが……。
　
何で読めばいいの？
　
　ファイルができたので、ビューア（閲覧ソフト）でちゃんと表示されるかどうか確認をしたかったのですが、一太郎の製造元であるジャストシステムでは特に、こういうビューアでちゃんと読めます、という案内をしていません。
　これを公開している電子書籍作成プラットフォーム「パブー」では、携帯端末（iOSやAndroid）のePubビューワはいくつか案内されていますが、パソコンのePubビューワについてはまったく示されていません。確かにiPadなりiPhoneなりAndroidも流行っているわけですが、どっちもお持ちでない方もいると思うので、パソコンで縦書きePubファイル（ePub3形式）を読めるビューアを、いくつか提案できる方が良いのではないかと感じました。
　それで、「パソコンで縦書きePubファイルを読めるビューア」をちょっと探してみたのですが、ePub3形式対応をちゃんとうたっていて無料のビューアって、現時点ではほとんどないのだ、という根本的な問題にぶちあたってしまいました。つまり、ぶっちゃけ、この縦書きePubファイル（ePub3形式）って、まだちっとも普及していない、という印象なのです。
　もちろん、読めるソフトはWindowsにもMacにもiOSにもあったのです（Androidは端末を持っていないので未確認です）が、ざっとネットを眺めた限り、あんまし流行っている感じがしない。このePub3形式が。時代を先取りしすぎている感がするのです。
　個人的には、このファイル形式にはとても期待をしています。国際的な規格であり、かつ縦書きができ、そこそこ自由に図画も入れられ、PDFファイルのように文字の大きさや行数が固定化されることがなく、一つのファイルでどんな大きさの端末にも対応できる、良い形式だと思います。早く日本の電子書籍形式のスタンダードになって、こぞってみんな、作って読むような流れになることを祈るばかりです。
　ちょっと前向きにとらえて、こんな尚早な段階でePub3形式の保存機能を一太郎につけていただいたことが、それを後押しすることになったらいいな、と思っています。
　それでは、できる限りでおこなった「ぼくペロ」ePubファイルの可読確認状況をまとめてみます（二〇一二年二月二十一日現在）。
○Windows
□「espur（http://espur.jp/）」
・表紙画像ファイル（縦1020ピクセル横724ピクセル）が自動縮小されず、二ページに切れて表示される
・目次が空白になってしまう
・字下げ、文字サイズの指定、行そろえ、ルビ、傍点、縦中横は、ほぼ意図通り表示される
・傍線は表示されない
・文中にある画像は、意図通り文章が回り込んで表示する
・改ページは反映されない
○Mac（OSX）
□「Murasaki（無料版・Ver1.0.2　http://genjiapp.com/mac/murasaki/）
・表紙画像ファイルは自動縮小表示される
・目次は正確に表示され、リンクとして機能する
・字下げ、文字サイズの指定、行そろえ、ルビ、傍点、縦中横は、ほぼ意図通り表示される
・傍線は、右に指定したものが左に表示される（文章は妨害しない）
・文中にある画像は、意図通り文章が回り込んで表示する
・改ページは反映されない
○WindowsおよびMac（OSX）
□「AIR草紙（http://www.memememo.com/u/sato/f1892/）」※十ページを超えるePubファイルの表示は有償（五〇〇円）
・表紙画像ファイル前に目次が表示される。正確な表示でリンクとして機能する
・白地の画像ファイルは自動的に背景色に透過される
・表紙画像ファイルは自動縮小表示される
・字下げ、文字サイズの指定、行そろえは無視される
・ルビ、傍点、縦中横は意図通り表示される
・傍線は無視される
・文中にある画像は、単独で表示される（文章は回り込まない）
・改ページは反映されない
○iOS
□「iBooks」（iPadおよびiPhone）
・結論から言うと、ほぼ読めないので大半確認の仕様がない。作品として読むのは無理
・表紙画像ファイルは自動縮小表示される
・表紙と本文冒頭の二ページ～三ページのみしか表示されず、先に進めない
・目次は表示されるが、ページ数が正確でなく（すべて二または三ページ目）、正しくリンクしない
・字下げ、文字サイズの指定、行そろえはほぼ意図通り表示されている模様
□「bReader」（iPhone）※有償（三五〇円）
・表紙画像ファイルは自動縮小表示される
・目次は表示されるが、ページ数が正確でなく（すべて「二」ページ目）、正しくリンクしない
・字下げは一部正常に表示されない
・文字サイズの指定、行そろえ、ルビ、傍点、縦中横は、ほぼ意図通り表示される
・傍線は、右に指定したものが左に表示される（文章は妨害しない）
・文中にある画像は、意図通り文章が回り込んで表示する
・改ページは反映されない
◎総括
　結局、何で読んだら良いのか分かりませんでした。とりあえずMacの方は「Murasaki」で読めばほぼストレスなく読めると思います。Windowsの方も、「espur」であれば読めないことはないのですが、もうひとつ、という感じがします。ブラウザの追加機能でePubを読み込むものがあるようですが、そちらは十分試していません。
　いずれにせよ、僕のようなePub3形式音痴でも迷わず簡単にできる手段やソフトによって、手軽にストレスなく閲覧できる環境がもっと整備されてくると良いなあ、と、いちウェブ物書きとしては願ってやみません。
　
パブーで公開（する寸前）まで
　
　最初、あまりパブーの告知を真面目に読んでいなかったので、一太郎でつくったePubファイルはパブーにアップロードして頒布できるようになるだけで、肝心のパブーで公開する本文（以下、パブー版とします）は章構成から文章から、いちいち別途入力しなければいけないと思っていました。ちゃんと調べたら、パブーにはePubファイルからパブー版の本文を目次ページ付きで自動生成する機能がついていたんですね。
　いくつかやり方があるようですが、僕はすでにこの「ぼくペロ」の基本データをパブーに登録していた（本を作っていた）ので、「すでに作成済みの本に、ePubファイルのデータをインポートする」という方法を採用しました。手順としては、パブーのマニュアル（http://p.booklog.jp/book/378/page/884227）に書いてある通りで、特に迷うことはないですが、インポートの設定は次のようにしました。
・インポート先の章…「指定なし」
・コメントの許可…「受け付ける」
・ページの状態…「完成」
・目次ページの状態…「完成」
・ePubの表紙…「取り込まない」（すでに設定済みだったので）
・ePubのタイトル情報…「取り込まない」（これも設定済みだったので）
・ePub内の概要…「取り込まない」（一太郎で保存する際にプロパティの、詳細モードで表示される「説明」の項のことだと思いますが、ePubには入力しておらず、やはりパブーで設定済みだったので）
・ePubのキーワード…「取り込まない」（こいつもePubには入力しておらず、パブーで設定済みだったので）
・「アップロードしたファイルを読者が購入・ダウンロードできるようにする」…チェック（作品の性格から、ePubファイルがダウンロードできないと意味ないので……）
・「終了後にメールで通知する」…チェックなし
　あとは、「インポートする」ボタンを押すだけです。それだけで、今ご覧いただけているパブー版がほぼ綺麗に完成しました。何故か表紙が改めてもう一枚つくられたので、それを削除しただけ。ちょっと感動です。
　マニュアルには、「ePubインポート機能では、ePubファイルを画像に変換してウェブ版ページをつくることができます。」と書かれていますが、確かめてみた限り、文字はきちんと文字として表示されていますし、ルビや傍点もちゃんと反映されています。横書きであることを除けば、文句ない程度に、こちらの意図通りの文書に仕上がっていました。これであれば、一太郎からePub3形式を介してパブーで公開するのは、かなりストレスの少ない手軽な作業になると思います。
　
無事完成
　
　ということで、ここまで勝手に感想文を書かせていただきましたが、ほかのウェブ物書きの皆さまの参考にちょっとでもなれば嬉しいです。ご一読ありがとうございました。
　
二〇一二年二月二十一日
小河彰護

　
（奥付）
　
ぼくペロ
chatlogs with pero
小河おご彰護しょうご
ver.1.0（二〇一二年二月二十一日　発出）
Copyright (C) 2012 Syogo Ogo All right reserved.
OEBPS/nav.xhtml


		

			

						

					      一、前提

				



						

					      二、作者の力

				



						

					      三、ぼくのかんがえたこばなし

				



						

					      四、擬声遊戯

				



						

					      五、終わりです

				



						

					      六、そう言えば

				



						

					

						      跋、一太郎2012でePubファイルを作ってパブーにアップロードしてみた

					

					

								

							          一太郎での執筆からePubファイルへの出力まで

						



								

							          何で読めばいいの？

						



								

							          パブーで公開（する寸前）まで

						



								

							          無事完成

						



					



				



						

					      （奥付）

				



			



		

	

OEBPS/images/coverimage.png
N o) chatlogs
/\I:l with
c pero

INIERE @ Syogo Ogo






OEBPS/images/04C13846.jpg





